
平成２６年度 

社会福祉法人 富山市社会福祉事業団 

事 業 計 画 

概  要

 近年、少子高齢化の進展、核家族やひとり暮らし世帯の増加など社会環境の変化に伴い、家庭

での子育てや介護機能が低下したばかりでなく、地域においても近隣の人々がお互いを支えあう

相互扶助機能も弱体化していることから、住民同士が共に助け合う活動と多様な公共的サービス

を組み合わせて生活課題を解決し、住み慣れた地域で自立した生活ができるようにすることが求

められています。

 このような中、本事業団は、多様な福祉サービスを、その利用者の意向を尊重し総合的に提供

するとともに、個人の尊厳を保持しつつ自立した生活を地域社会において営むことができるよう

支援することを目的としており、平成１８年度から富山市の指定管理者として各施設の管理運営

を行っております。

 また、事業団の特性である弾力性、独自性、専門性をこれまで以上に発揮し、運営の効率性向

上に努めながら利用者のプライバシー保護に留意し、より質の高いサービスを提供できる｢魅力あ

る施設づくり｣を積極的に展開して市民福祉の向上に努めていきます。

１ 組 織 と 機 能 

(1) 理 事 会

   本事業団の事業経営の根幹に関わる事業計画、収支予算、並びに法人経営方針は、理事会

で審議され決定されます。

   理事会は３月と５月に定期に開催されますが、理事長は必要に応じて理事会を招集します。

(2) 評 議 員 会

   評議員会は３月と５月に定期に開催されますが、理事長は必要に応じて評議員会を招集し

ます。

(3) 監   事

   事業などの実施状況並びに会計経理を監査するため、月次監査及び年次決算監査を行いま

す。



２ 事 業 運 営 

効率的な事業運営を図るため、事業団機能の充実及び組織の活性化を図り、次の事業を行い

ます。

(1) 事業団２１施設の運営管理及び２施設の施設管理

(2) 富山市、関係団体、ボランティア、地域社会との有機的な連携と協調

(3) 利用者ニーズへの適切な対応及び企画機能の充実

(4) 施設の適切な運営管理と利用者サービス及び機能の充実

(5) 健全な資金運用と財務管理並びに事務処理の効率的な一元管理

(6) 事業団に関する広報活動

(7) 苦情相談窓口の設置と改善策の実施

(8) 職員の適切な任用と配置

(9) 職員の育成と研修

(10) 職員の健康保持及び福利厚生の実施

(11) 事業団全体の運営及び施設利用者の処遇サービス向上並びに職員の資質向上を図るため、

施設長会議の適宜開催

(12) 富山市と連絡調整を行い、事業団運営に伴う収支予算、職員人事などの協議及び調整

３ 施 設 機 能 の 充 実 

  社会福祉法人としての自主性や創造性を発揮し、施設サービスと機能の充実を図ります。

また、職員の適正配置に努めるとともに、効率的な勤務体制により、各施設の安全管理と環

境整備に努めます。


